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第
一
章
本
稿
は
、
二
0
一
九
年
六
月
八
日
に
行
わ
れ
た
合
評
会
の
記
録
で
あ
る
。
前
半
部
は
、
評
者
に
よ
る
当
日
の
論
評
を
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
の
形
で
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
、
第
一
四
章
、
第
一
五
章
を
久
保
田
、
第
一
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
を
久
野
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
を
藤
井
、
第
一
0
章
か
ら
第
一
三
章
ま
で
を
安
田
が
担
当
し
た
。
た
だ
し
、
全
体
に
関
す
る
論
評
は
、
評
者
に
よ
る
共
同
執
筆
で
あ
る
。
後
半
部
は
、
論
評
に
続
い
て
行
わ
れ
た
討
論
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
戦
前
と
戦
後
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
期
と
展
開
期
の
四
期
に
分
け
、
五
百
旗
頭
、
奈
良
岡
の
両
氏
が
交
互
に
執
筆
し
て
い
る
。
構
時
代
区
分
と
構
成
（
五
百
旗
頭
・
奈
良
岡
）
／
第
二
章
政
治
（
同
）
／
第
四
章
条
約
改
正
（
同
）
／
第
五
章
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
（
同
）
／
第
八
章
／
第
十
章
ニ
大
政
党
政
治
の
展
開
と
崩
壊
（
同
）
／
第
九
章
戦
後
体
制
の
成
立
（
五
百
旗
頭
）
／
第
十
一
章
治
・
国
土
開
発
（
同
）
／
第
十
三
章
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
五
百
旗
頭
薫
・
奈
良
岡
聰
智
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
書
評
建
軍
（
同
）
／
第
六
章
経
済
成
長
・
利
益
政
久
保
田
裕
次
·
久
野
洋
•
藤
井
崇
史
・
安
田
貴
雅
近
代
日
本
と
西
洋
（
五
百
旗
頭
）
／
第
一
二
章
『
日
本
政
治
外
交
史
』
二
0
一
九
年
）
」
国
家
形
成
期
の
「
大
陸
国
家
」
日
本
（
奈
良
岡
）
／
第
七
章
五
五
年
体
制
の
展
開
と
崩
壊
（
奈
良
岡
）
／
第
十
四
章
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
（
同
）
日
米
安
保
体
制
の
確
立
（
同
）
／
第
十
二
章
戦
後
日
本
の
領
土
問
題
（
同
）
／
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戦
後
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
（
同
）
第
一
章
は
、
明
治
一
五
0
年
と
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
、
時
代
区
分
を
論
じ
る
。
明
治
維
新
に
関
す
る
記
念
事
業
は
、
第
二
S
五
章
1
0
0
年、
一
五
0
年
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
で
見
ら
れ
た
明
治
維
新
を
め
ぐ
る
記
憶
や
認
識
は
変
化
し
続
け
て
き
た
と
い
う
。
な
か
で
も
、
明
治
一
五
0
年
の
問
題
点
と
し
て
、
日
本
近
現
代
史
の
時
代
区
分
や
時
代
像
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
近
年
で
は
、
近
世
と
近
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
境
と
す
る
戦
前
と
戦
後
と
の
連
続
性
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
き
た
が
、
本
書
は
、
「
や
は
り
戦
前
と
戦
後
」
と
い
う
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
、
戦
前
と
戦
後
と
を
区
分
す
る
立
場
を
表
明
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
外
交
史
研
究
が
重
視
し
て
き
た
強
い
政
治
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
距
離
を
取
り
、
「
戦
前
の
歴
史
に
一
定
の
サ
イ
ク
ル
や
パ
タ
ー
ン
を
見
出
し
、
戦
後
日
本
を
う
ま
く
運
転
す
る
た
め
の
参
考
に
す
る
筋
道
を
複
数
見
出
す
」
(
―
1
0
頁
）
と
い
う
本
書
の
目
的
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
放
送
大
学
教
材
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
区
分
論
を
盛
り
込
む
と
い
う
新
た
な
基
軸
を
打
ち
出
し
、
時
代
区
分
を
議
論
す
る
重
要
性
を
喚
第
二
＼
五
章
は
「
戦
前
国
家
の
形
成
期
」
、
す
な
わ
ち
、
幕
末
か
ら
日
清
・
日
露
戦
争
期
に
お
け
る
明
治
国
家
の
形
成
と
確
立
の
過
程
を
扱
う
。
第
二
章
は
、
国
家
形
成
期
の
内
政
・
外
交
を
把
握
す
る
視
点
を
提
示
す
る
。
近
代
日
本
の
政
治
外
交
は
、
多
く
の
部
分
で
西
洋
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
ヘ
の
対
応
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
西
欧
文
明
へ
の
応
答
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
四
つ
の
次
元
に
分
け
て
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
と
欧
米
と
の
物
理
的
な
距
離
を
前
提
に
し
て
ど
う
対
外
危
起
し
て
い
る
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
五
0
年
、
六
0
年、
第
一
章 論
評
第
十
五
章
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の
〈
分
岐
〉
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
史
』
（
有
斐
閣
、
二
0
1
0
年
）
の
成
果
を
土
台
に
、
機
に
立
ち
向
か
う
か
と
い
う
〈
距
離
〉
、
西
洋
文
明
の
摂
取
に
要
す
る
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
と
い
う
〈
時
間
〉
、
日
本
が
他
国
に
比
べ
て
西
洋
文
明
の
摂
取
や
条
約
改
正
に
い
ち
早
く
成
功
で
き
た
分
水
嶺
は
何
か
と
い
う
〈
分
岐
〉
、
東
ア
ジ
ア
で
日
本
は
な
ぜ
西
洋
型
の
帝
国
主
義
を
採
用
し
、
大
陸
に
進
出
し
た
の
か
と
い
う
〈
拡
大
〉
、
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
以
上
の
観
点
か
ら
各
政
治
ア
ク
タ
ー
の
内
政
・
外
交
論
や
政
治
対
立
の
特
徴
を
把
握
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
国
内
政
治
史
の
み
な
ら
ず
、
近
現
代
東
ア
ジ
ア
政
治
史
を
比
較
史
的
に
考
え
る
う
え
で
も
示
唆
的
で
あ
る
。
た
だ
し
率
直
に
言
え
ば
、
本
書
全
体
を
通
読
し
た
と
き
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
四
つ
の
視
点
が
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
や
や
読
み
と
り
づ
ら
い
と
い
う
印
象
も
持
っ
た
。
第
三
章
は
、
幕
末
か
ら
日
露
戦
後
ま
で
の
国
内
政
治
史
を
概
観
す
る
。
ま
ず
、
幕
末
以
降
の
統
一
国
家
の
形
成
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
か
ら
、
明
治
一
四
年
の
政
変
を
経
て
藩
閥
政
府
が
確
立
す
る
過
程
を
跡
づ
け
る
。
次
に
、
帝
国
議
会
開
設
後
に
お
け
る
藩
閥
ー
政
党
関
係
に
着
目
し
て
、
自
由
党
の
政
権
参
入
か
ら
立
憲
政
友
会
の
成
立
を
経
て
、
桂
園
時
代
に
明
治
憲
法
体
制
が
安
定
期
に
入
る
こ
と
を
述
べ
る
。
藩
閥
政
府
の
確
立
と
政
党
政
治
の
発
展
を
主
軸
に
し
た
、
明
治
期
の
国
内
政
治
史
に
つ
い
て
の
簡
に
し
て
要
を
得
た
叙
述
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
、
組
織
力
に
秀
で
た
自
由
党
系
と
政
策
立
案
能
力
に
長
け
た
改
進
党
系
と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
政
党
勢
力
が
伸
張
し
て
い
く
あ
り
よ
う
を
跡
づ
け
た
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
史
叙
述
の
水
準
を
大
き
く
超
え
る
。
第
四
章
は
、
明
治
期
に
お
け
る
内
政
外
交
上
の
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
条
約
改
正
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
五
百
旗
頭
薫
『
条
約
改
正
一
八
七
一
＼
一
九
―
一
年
を
四
つ
の
時
期
に
区
切
り
、
行
政
権
回
復
交
渉
か
ら
法
権
回
復
、
税
権
回
復
ま
で
の
流
れ
を
概
観
す
る
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
日
本
が
ま
ず
国
内
に
お
け
る
統
一
的
行
政
を
確
立
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
を
テ
コ
に
し
て
条
約
改
正
の
実
現
、
対
抗
的
な
西
洋
化
を
目
指
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
国
家
形
成
の
特
色
と
し
て
、
近
代
的
な
統
一
的
行
政
の
確
立
を
企
図
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
西
洋
文
明
へ
の
対
応
を
め
ぐ
る
他
国
と
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う
な
構
成
が
可
能
な
の
は
、
こ
の
時
期
の
政
治
が
近
代
国
家
の
形
成
と
い
う
特
徴
に
強
く
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
四
一
二
頁
）
。
当
該
期
に
お
い
て
は
、
各
政
治
ア
ク
タ
ー
で
国
家
形
成
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
政
治
・
外
交
・
軍
事
・
行
政
な
ど
の
各
領
域
で
「
必
ず
し
も
有
機
的
な
連
絡
が
な
い
ま
ま
国
家
形
成
が
進
展
し
」
た
と
い
う
の
で
あ
る
本
書
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
近
代
日
本
の
国
家
形
成
を
多
面
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
章
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
日
露
戦
争
に
重
要
な
画
期
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
明
治
憲
法
体
制
が
H
露
戦
後
の
桂
園
時
代
に
「
安
定
期
を
迎
え
た
」
と
さ
れ
、
第
四
章
で
は
、
日
露
戦
後
か
ら
関
税
自
主
権
の
回
復
の
頃
に
日
本
は
「
国
際
関
係
の
主
体
と
し
て
成
熟
」
し
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
第
五
章
で
も
、
軍
部
が
日
露
戦
後
に
政
党
に
並
ぶ
政
治
勢
力
と
し
て
台
頭
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
露
戦
後
の
大
陸
国
家
化
を
論
じ
る
第
六
章
以
降
の
「
戦
前
国
家
の
展
開
期
」
に
お
い
て
は
、
第
五
章
ま
で
に
比
べ
て
、
内
政
と
外
交
の
相
互
連
関
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。
近
代
国
家
の
―
つ
の
特
か
ら
日
本
の
近
代
国
家
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
第
五
章
は
、
明
治
以
降
の
陸
海
軍
の
形
成
を
跡
づ
け
る
。
ま
ず
、
大
名
軍
の
武
装
解
除
と
徴
兵
制
導
入
の
過
程
を
追
い
、
明
治
憲
法
下
の
統
帥
権
の
独
立
が
軍
の
政
治
化
を
防
ぐ
た
め
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
、
陸
軍
に
お
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
長
州
派
優
位
の
確
立
、
海
軍
に
お
け
る
軍
産
学
複
合
体
制
の
成
立
の
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
概
観
し
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
専
門
的
な
官
僚
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
く
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
日
露
戦
争
後
に
統
帥
権
の
独
立
が
政
党
へ
の
対
抗
・
介
入
手
段
に
変
貌
し
て
い
き
、
桂
園
体
制
の
崩
壊
以
後
、
軍
部
と
政
党
の
対
抗
・
協
調
関
係
が
政
治
史
の
主
旋
律
の
一
っ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
以
上
の
よ
う
に
、
「
戦
前
国
家
の
形
成
期
」
で
は
、
ま
ず
国
家
形
成
期
の
内
政
・
外
交
を
把
握
す
る
視
点
を
提
示
し
て
（
第
二
章
）
、
幕
末
か
ら
日
露
戦
後
期
に
お
け
る
国
内
の
政
治
力
学
を
抽
出
し
（
第
三
章
）
、
そ
の
う
え
で
、
条
約
改
正
と
建
軍
と
い
う
個
別
テ
ー
マ
指
摘
さ
れ
る
。
（
第
四
・
五
章
）
、
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
よ
（
二
七
頁
）
。
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第
六
S
九
章
•
I
V頁
）
『
増
補
版
日
本
政
治
史
ー
外
交
と
権
カ
ー
』
有
斐
閣
、
二
0
一
七
年
、
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
日
露
戦
争
が
近
代
国
家
の
確
立
の
画
期
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
政
友
会
結
成
か
ら
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
内
政
と
外
交
の
連
関
が
璽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
点
は
、
従
来
の
通
史
叙
述
で
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
御
厨
貴
『
日
本
の
近
代
三
明
治
国
家
の
完
成
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
0
0
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
前
、
首
相
桂
太
郎
・
外
相
小
村
寿
太
郎
と
元
老
伊
藤
博
文
と
が
内
政
面
で
は
対
立
し
て
い
て
も
、
日
露
交
渉
の
外
交
方
針
で
は
お
お
よ
そ
一
致
し
て
お
り
、
「
内
政
と
外
交
が
必
ず
し
も
リ
ン
ケ
ー
ジ
せ
ず
、
別
々
に
進
ん
で
い
る
の
が
こ
の
時
期
の
統
治
の
特
徴
」
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
藩
閥
第
二
世
代
の
桂
太
郎
は
「
伊
藤
を
第
一
線
か
ら
退
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
政
と
外
交
の
双
方
に
お
け
る
統
治
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
得
る
」
こ
と
に
な
る
（
同
書
三
九
三
＼
三
九
六
頁
）
。
こ
う
し
て
日
露
戦
後
に
「
明
治
国
家
の
完
成
」
に
至
る
と
い
う
把
握
の
仕
方
は
、
日
露
戦
争
を
契
機
に
元
老
を
中
心
と
す
る
明
治
寡
頭
制
が
分
化
し
、
政
党
・
官
僚
・
軍
部
と
い
う
既
成
体
制
の
実
践
部
分
が
権
力
主
体
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
三
谷
太
一
郎
『
日
本
政
党
政
治
の
形
成
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
と
重
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
、
あ
ら
た
め
て
問
う
て
み
た
い
の
は
、
明
治
国
家
の
形
成
期
か
ら
展
開
期
へ
の
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
、
内
政
と
外
交
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
と
考
え
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
第
五
章
と
第
六
章
と
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
の
日
露
戦
争
の
捉
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
に
そ
く
し
て
も
う
少
し
述
べ
る
と
、
第
一
一
章
で
は
欧
米
と
の
〈
距
離
〉
感
に
対
す
る
認
識
の
差
異
が
政
治
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
西
洋
近
代
と
の
〈
距
離
〉
感
が
内
政
に
与
え
る
影
響
は
日
露
戦
争
前
後
で
ど
う
変
化
し
、
そ
の
際
、
国
内
の
統
治
構
造
の
変
化
と
の
関
連
を
ど
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
も
生
ま
れ
て
く
る
。
第
六
＼
九
章
は
、
本
書
に
お
い
て
「
戦
前
の
展
開
期
」
（
以
下
、
「
展
開
期
」
）
色
が
「
対
外
関
係
と
内
政
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
」
（
北
岡
伸
と
位
置
付
け
ら
れ
た
、
一
九
六
七
年
）
日
露
戦
後
か
の
時
代
把
握
67 
第
八
章
は
、
政
友
会
と
憲
政
会
（
民
政
党
）
の
動
き
を
軸
に
、
国
併
合
へ
と
至
る
道
程
が
説
明
さ
れ
る
。
ら
太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で
の
時
代
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
章
で
は
、
日
露
戦
争
が
そ
の
後
の
政
治
外
交
史
に
持
つ
意
義
が
示
さ
れ
る
。
内
政
面
で
は
、
日
露
戦
後
に
軍
部
や
膨
張
的
な
世
論
が
台
頭
す
る
一
方
で
、
政
友
会
が
統
治
能
力
を
高
め
る
過
程
を
「
一
種
の
挙
国
一
致
体
制
」
（
九
六
頁
）
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
、
外
交
面
で
は
日
露
戦
後
に
進
ん
だ
大
陸
へ
の
膨
張
を
軸
に
、
対
欧
米
関
係
に
お
け
る
日
英
同
盟
・
日
米
関
係
の
動
揺
が
、
対
東
ア
ジ
ア
外
交
に
お
け
る
韓
第
七
章
で
は
、
辛
亥
革
命
・
大
正
政
変
か
ら
筆
を
起
し
、
参
戦
・
対
華
ニ
―
ヵ
条
要
求
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
い
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
外
交
の
主
要
ト
ピ
ッ
ク
の
政
治
過
程
が
説
明
さ
れ
る
。
対
華
―
―
一
ヵ
条
要
求
や
シ
ベ
リ
ア
出
兵
な
ど
そ
の
重
要
性
に
比
し
て
必
ず
し
も
包
括
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
件
に
関
し
て
も
、
近
年
の
著
者
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
概
説
が
な
さ
れ
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
事
件
が
大
戦
後
の
対
中
・
対
欧
米
と
の
関
係
に
禍
根
を
残
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
日
本
外
交
が
国
際
的
に
孤
立
し
て
ゆ
く
「
転
換
点
」
(
1
0
九
頁
）
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
九
二
0
年
代
の
内
政
を
論
じ
る
。
「
本
格
的
政
党
内
閣
」
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
原
敬
の
事
績
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
憲
政
会
を
政
友
会
に
対
抗
し
う
る
政
権
政
党
に
脱
皮
さ
せ
、
「
二
大
政
党
政
治
」
を
現
出
さ
せ
た
加
藤
高
明
の
政
治
指
導
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
加
藤
高
明
内
閣
以
後
、
期
が
二
大
政
党
政
治
の
展
開
期
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
。
特
に
原
・
加
藤
と
い
う
個
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
、
こ
の
観
点
か
ら
当
該
期
の
政
党
政
治
を
見
通
す
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
五
・
一
五
事
件
で
政
党
内
閣
が
終
焉
す
る
ま
で
の
時
第
九
章
で
は
、
満
州
事
変
以
降
、
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
へ
と
至
り
、
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
の
外
交
過
程
が
述
べ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
一
五
年
戦
争
」
と
総
括
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
時
期
で
あ
る
が
、
著
者
は
開
戦
が
不
可
避
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
当
該
期
の
複
雑
な
外
交
過
程
を
、
「
あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
「
可
能
性
」
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
」
(
-
四
一
二
頁
）
、
近
い
わ
ゆ
る
「
桂
園
時
代
」
の
内
政
と
外
交
が
論
じ
ら
れ
、
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が
詳
細
に
描
か
れ
る
一
方
で
、
内
政
に
関
す
る
記
述
に
は
多
く
が
割
か
れ
て
は
い
な
い
。
一
九
三
0
年
代
以
降
は
、
政
治
指
導
が
分
裂
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
年
の
研
究
成
果
を
と
り
い
れ
つ
つ
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
二
度
の
大
戦
を
扱
っ
た
第
七
・
九
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
戦
争
が
戦
後
の
歴
史
認
識
問
題
に
与
え
た
影
響
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
現
代
の
問
題
を
扱
っ
た
第
一
五
章
と
の
関
連
も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
点
も
特
色
で
あ
る
。
展
開
期
の
叙
述
の
特
徴
は
、
「
国
家
形
成
の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
て
い
る
」
形
成
期
と
は
対
照
的
に
、
「
紆
余
曲
折
を
尽
く
す
よ
う
、
時
系
列
順
に
通
史
を
紡
い
だ
」
（
二
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
①
当
該
期
に
起
こ
っ
た
対
外
戦
争
、
②
政
党
政
治
の
形
成
と
展
開
と
い
う
二
つ
の
主
題
が
、
叙
述
の
柱
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
そ
し
て
、
例
え
ば
第
七
章
で
対
華
ニ
―
ヵ
条
要
求
の
提
出
が
政
党
政
治
に
与
え
た
影
響
が
述
べ
ら
れ
、
第
八
章
で
原
敬
が
第
一
次
惟
界
大
戦
後
の
国
際
関
係
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
意
義
が
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
は
相
互
に
か
ら
み
合
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
政
党
政
治
を
縦
糸
、
三
度
の
対
外
戦
争
を
横
糸
と
し
つ
つ
、
当
該
期
の
政
治
外
交
過
程
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
上
記
の
論
点
に
関
す
る
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
存
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
教
科
書
と
い
う
体
裁
を
と
り
な
が
ら
も
、
著
者
の
通
史
観
が
読
み
取
れ
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
①
と
②
の
二
つ
の
観
点
に
そ
く
す
か
た
ち
で
コ
メ
ン
ト
ま
ず
、
右
の
特
色
は
展
開
期
を
扱
っ
た
章
の
間
に
お
け
る
叙
述
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
政
党
政
治
の
形
成
・
展
開
期
と
重
な
る
一
九
二
0
年
代
ま
で
の
時
期
に
関
し
て
は
、
外
交
問
題
を
主
軸
に
論
じ
た
章
に
お
い
て
も
、
対
外
戦
争
が
政
党
政
治
に
与
え
た
影
響
に
関
し
て
随
所
に
言
及
が
見
ら
れ
、
そ
の
相
互
関
係
に
注
意
が
促
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
党
内
閣
の
崩
壊
後
の
時
期
を
扱
う
第
九
章
で
は
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
に
至
る
外
交
過
程
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か
改
め
て
お
聞
き
し
た
い
。
し
た
い
わ
ば
「
体
制
崩
壊
」
の
時
代
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
が
、
本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
印
象
づ
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
一
九
―
―
1
0年
代
以
降
の
内
政
と
外
交
の
関
係
に
つ
い
て
著
者
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
は
、
著
者
の
政
党
政
治
の
崩
壊
期
に
つ
い
て
の
見
方
も
影
響
し
て
一
九
三
0
年
代
を
政
党
政
治
の
崩
壊
期
と
し
て
と
ら
え
る
見
方
自
体
は
通
説
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
場
合
に
お
い
て
も
、
政
党
政
治
が
命
脈
を
絶
た
れ
る
過
程
を
外
交
・
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
段
階
差
を
設
け
て
と
ら
え
、
そ
の
分
析
の
射
程
は
一
九
三
0
年
代
半
ば
に
ま
で
及
ん
で
い
る
場
合
も
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
政
党
政
治
は
「
あ
っ
け
な
く
終
焉
」
し
た
(
-
三
七
頁
）
と
し
て
お
り
、
一
九
三
0
年
代
の
叙
述
に
政
党
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
く
な
る
。
ま
た
、
政
党
内
閣
崩
壊
の
要
因
と
し
て
、
加
藤
内
閣
崩
壊
以
降
の
一
一
大
政
党
間
に
お
い
て
な
り
振
り
か
ま
わ
な
い
党
争
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
一
四
0
1
一
四
一
頁
）
。
総
じ
て
言
え
ば
、
展
開
期
の
な
か
に
お
い
て
も
、
加
藤
高
明
内
閣
の
崩
壊
に
大
き
な
画
期
が
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
に
叙
述
の
最
大
の
特
色
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
、
著
者
の
一
九
三
0
年
代
理
解
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
著
者
は
先
の
論
点
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
第
一
O
S
一
三
章
こ
こ
で
扱
う
第
一
〇
＼
一
三
章
に
関
し
て
は
、
第
一
0
1
―
二
章
の
戦
後
形
成
期
を
五
百
旗
頭
氏
が
、
第
ニ
―
i
＼
一
五
章
の
戦
後
展
開
期
を
奈
良
岡
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
る
。
第
一
―
一
章
、
第
一
四
＼
一
五
章
が
戦
後
に
お
け
る
日
本
政
治
外
交
史
の
重
要
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
章
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
戦
後
史
の
概
説
が
第
一
〇
＼
―
一
章
、
第
一
三
章
の
三
章
と
い
う
分
量
で
あ
る
。
日
本
で
政
治
外
交
史
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
学
ぶ
意
義
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
、
「
戦
後
」
と
い
う
時
代
が
長
く
な
る
な
か
で
こ
の
分
量
は
少
な
い
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
。
論
評
の
冒
頭
で
簡
単
に
触
れ
た
通
り
、
本
書
の
特
色
は
、
各
時
代
に
存
在
し
て
い
た
「
戦
前
」
と
「
戦
後
」
を
意
識
し
た
叙
述
い
よ
う
。
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「
五
十
五
年
体
制
」
が
確
立
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
第
一
―
章
は
、
て
い
る
。
（
上
・
下
）
ー
』
（
中
央
公
論
社
、
る
第
一
0
章
は
、
（
一
九
＼
一
―
一
頁
）
一
九
六
0
年
に
い
わ
ゆ
る
で
あ
る
。
評
者
だ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
近
現
代
日
本
の
政
治
外
交
史
を
学
ぶ
者
の
多
く
が
第
二
次
但
界
大
戦
の
前
後
で
の
区
分
を
一
般
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
時
代
区
分
に
基
づ
く
章
構
成
を
と
り
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
「
戦
前
」
と
「
戦
後
」
を
視
野
に
入
れ
た
画
期
的
な
視
点
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
九
四
五
＼
五
一
年
の
政
治
史
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
。
日
本
が
終
戦
直
後
に
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
と
ど
う
向
き
合
っ
た
の
か
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
特
徴
的
な
の
は
、
G
H
Q
の
G
2
（
参
謀
第
2
部
）
と
G
S
（
民
政
局
）
と
の
抗
争
な
ど
が
見
え
隠
れ
す
る
点
で
あ
る
。
「
日
本
v
s
G
H
Q
」
と
い
う
構
造
で
は
な
く
、
G
H
Q内
部
の
G
2
と
G
S
の
対
立
が
吉
田
路
線
と
社
会
党
系
（
左
派
）
と
い
う
日
本
国
内
の
党
派
対
立
へ
と
波
及
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
点
が
特
徴
的
と
い
え
（
一
六
八
頁
及
び
一
七
一
頁
）
。
本
章
は
定
評
の
あ
る
先
行
研
究
（
五
百
旗
頭
員
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
ー
戦
後
日
本
の
設
計
図
一
九
八
五
年
）
）
を
踏
ま
え
て
、
敗
戦
後
の
日
本
発
展
の
礎
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
章
と
な
っ
一
九
五
一
1
七
二
年
の
政
治
史
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
。
当
該
期
は
日
米
安
保
改
定
や
沖
縄
返
還
な
ど
対
米
重
要
政
策
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
段
階
的
変
化
を
踏
ま
え
て
国
内
政
治
の
動
向
を
追
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
政
治
史
分
野
の
出
来
事
で
あ
っ
て
も
政
治
外
交
史
の
講
義
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
外
交
史
の
視
点
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
記
述
は
極
め
て
高
く
評
価
し
た
い
。
テ
レ
ビ
の
放
送
回
に
お
い
て
は
、
専
門
家
と
し
て
野
添
文
彬
氏
と
山
本
章
子
氏
が
出
演
し
た
。
野
添
氏
に
よ
る
日
本
外
交
史
か
ら
の
視
点
と
山
本
氏
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
外
交
史
の
視
点
の
双
方
向
か
ら
の
日
米
安
保
及
び
沖
縄
問
題
を
概
観
す
る
講
義
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
国
内
政
治
体
制
に
関
し
て
は
、
（
一
八
四
頁
）
。
こ
れ
は
現
在
で
は
主
流
と
な
っ
た
考
え
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
近
年
の
研
究
（
中
北
浩
爾
『
一
九
五
五
年
体
制
の
成
立
』
東
京
大
学
出
版
会
‘
―
1
0
0
二
年
、
二
六
五
頁
）
を
取
り
込
ん
だ
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第
一
三
章
は
、
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
た
い
。
本
章
か
ら
は
政
治
史
と
外
交
史
の
双
方
を
意
識
し
た
記
述
を
心
掛
け
て
い
る
こ
と
が
強
く
感
じ
取
れ
る
。
一
九
四
五
＼
七
二
年
の
国
内
経
済
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
。
経
済
成
長
が
政
治
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
た
章
で
あ
り
、
政
治
外
交
史
で
は
従
来
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
済
分
野
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
イ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
限
定
せ
ず
、
広
く
「
政
治
」
を
捉
え
る
姿
勢
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
与
党
の
事
前
審
査
制
確
立
に
関
し
て
、
高
度
経
済
成
長
の
財
政
的
機
会
の
増
大
が
大
き
く
寄
与
し
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
二
0
七
頁
）
。
こ
の
点
も
最
新
の
研
究
成
果
（
奥
健
太
郎
・
河
野
康
子
編
「
自
民
党
政
治
の
源
流
』
（
吉
田
書
店
、
二
0
一
五
年
）
を
踏
ま
え
た
記
述
で
あ
る
。
政
治
と
経
済
と
の
連
関
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
政
治
を
理
解
す
る
う
え
で
経
済
に
目
配
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
本
章
は
政
治
史
を
学
習
す
る
者
に
と
っ
て
「
師
表
」
と
も
い
え
る
。
一
九
七
二
年
か
ら
現
在
ま
で
の
政
治
史
を
概
観
し
て
い
る
。
五
0
年
弱
の
政
治
史
を
一
七
頁
の
紙
幅
に
収
め
る
と
い
う
極
め
て
困
難
な
作
業
を
簡
潔
明
瞭
な
記
述
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
本
章
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
現
代
政
治
史
の
中
心
人
物
で
あ
る
小
沢
一
郎
と
い
う
政
治
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
点
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
放
送
回
に
出
演
し
た
平
野
貞
夫
氏
が
指
摘
し
た
通
り
、
小
沢
一
郎
の
目
指
し
た
「
政
権
交
代
可
能
な
二
大
政
党
制
を
確
立
す
る
た
め
の
選
挙
制
度
」
を
小
沢
自
身
が
後
藤
田
正
晴
な
ど
の
自
民
党
保
守
派
を
説
得
し
、
細
川
連
立
政
権
で
成
立
さ
せ
て
い
る
。
実
際
に
二
0
0
九
年
の
民
主
党
政
権
の
誕
生
を
も
た
ら
し
た
の
は
こ
う
し
た
選
挙
制
度
改
革
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
ち
な
み
に
、
平
野
氏
関
連
の
内
容
は
、
本
書
記
述
で
は
ニ
―
八
頁
の
七
行
程
度
に
留
ま
る
が
、
放
送
で
は
全
四
五
分
の
な
か
で
約
七
分
が
割
か
れ
て
い
る
。
二
0
0
九
年
か
ら
―
二
年
ま
で
の
民
主
党
政
権
に
関
し
て
は
、
極
め
て
近
時
の
政
権
で
あ
り
、
否
定
的
評
価
が
多
い
な
か
で
歴
史
的
な
評
価
が
難
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
奈
良
岡
氏
が
肯
定
的
側
面
も
認
め
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
従
来
の
自
民
党
政
権
の
公
共
投
第
―
二
章
は
、
72 
「五百旗頭薫・奈良岡聰智『日本政治外交史』（放送大学教育振典会、二0ー九年）」
こ
ヽ
0
t
,＞
 
資
拡
充
中
心
の
経
済
政
策
へ
の
代
替
政
策
、
経
済
格
差
是
正
及
び
所
得
再
分
配
政
策
を
求
め
る
声
に
応
え
る
政
策
な
ど
、
自
民
党
政
権
が
途
切
れ
ず
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
弊
害
が
減
損
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
（
ニ
ニ
六
頁
）
。
歴
史
的
検
証
が
困
難
な
な
か
で
こ
う
し
た
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
章
は
、
現
代
政
治
分
析
の
研
究
成
呆
を
十
分
に
受
容
し
た
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て
の
政
治
史
を
感
じ
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
飯
尾
澗
『
日
本
の
統
治
構
造
ー
官
僚
内
閣
制
か
ら
議
院
内
閣
制
ヘ
ー
』
（
中
央
公
論
新
社
、
―
1
0
0
七
年
）
、
村
松
岐
夫
『
政
官
ス
ク
ラ
ム
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
崩
壊
』
（
東
洋
経
済
新
報
杜
、
―
1
0
 I 
0
年
）
、
待
鳥
聡
史
『
首
相
政
治
の
制
度
分
析
』
（
千
倉
書
一
房
、
二
0
―
二
年
）
な
ど
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
に
引
用
や
言
及
さ
れ
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
記
述
の
端
々
に
他
に
も
多
く
の
現
代
政
治
分
析
の
最
新
研
究
を
踏
ま
え
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
本
書
は
、
放
送
大
学
の
映
像
授
業
で
用
い
ら
れ
る
教
材
と
し
て
作
成
さ
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。
評
者
は
書
評
に
際
し
、
一
学
習
者
と
し
て
日
本
政
治
外
交
史
を
学
ん
だ
。
本
講
義
は
初
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
も
言
及
が
あ
っ
た
通
り
、
映
像
授
業
の
強
み
を
存
分
に
活
か
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
講
義
に
登
場
す
る
歴
史
上
の
人
物
の
演
説
音
声
や
映
像
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
は
政
治
外
交
の
現
場
へ
と
講
師
が
赴
き
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
宅
に
居
な
が
ら
政
治
外
交
の
現
場
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
映
像
講
義
の
受
講
も
お
奨
め
し
第
一
四
・
＿
五
章
第
一
四
章
は
、
戦
後
日
本
が
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
領
土
問
題
、
特
に
、
北
方
領
土
問
題
、
竹
島
問
題
、
尖
閣
諸
島
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。
領
土
問
題
は
、
第
一
一
次
世
界
大
戦
中
に
連
合
国
の
間
で
結
ば
れ
た
カ
イ
ロ
宣
言
、
ヤ
ル
タ
協
秘
密
協
定
、
ポ
ツ
ダ
ム
宜
言
に
起
源
が
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
北
方
領
土
問
題
に
関
し
て
、
単
純
な
「
四
島
返
還
」
、
「
二
島
返
還
」
で
は
日
露
両
国
は
折
り
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
「
従
来
の
経
緯
に
と
ら
わ
れ
ず
、
思
い
切
っ
た
妥
協
が
必
要
」
（
二
三
九
頁
）
と
の
提
言
が
二
0
一
九
年
度
第
一
学
期
（
四
＼
七
月
）
に
全
一
五
回
の
授
菓
を
視
聴
し
、
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も
流
動
化
し
た
。
な
さ
れ
る
。
次
に
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
韓
両
国
政
府
の
主
張
に
は
歴
史
的
事
実
に
反
す
る
も
の
が
多
く
、
相
互
不
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
特
に
両
政
府
が
そ
う
し
た
問
題
を
T
寧
に
検
証
し
、
共
有
で
き
る
事
実
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
尖
閣
諸
島
問
題
に
関
し
て
は
、
日
中
両
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
問
題
に
関
し
て
も
、
政
府
レ
ベ
ル
で
使
わ
れ
る
「
固
有
の
領
土
」
と
い
う
言
葉
が
持
つ
危
う
さ
、
歴
史
的
事
実
を
共
有
し
て
い
く
重
要
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
本
章
は
、
政
治
外
交
史
と
い
う
立
場
か
ら
、
領
土
問
題
の
起
源
・
展
開
・
現
状
を
ト
ー
タ
ル
に
扱
っ
た
点
で
貴
璽
な
成
果
で
あ
る
。
第
一
五
章
は
、
戦
後
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
を
扱
う
。
ま
ず
、
歴
史
認
識
問
題
が
問
題
化
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
一
九
七
0
年
代
ま
で
の
日
本
の
戦
後
処
理
に
様
々
な
限
界
や
問
題
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
結
果
、
八
0
年
代
以
降
に
靖
国
神
社
問
題
と
歴
史
教
科
書
問
題
が
、
九
0
年
代
以
降
に
は
慰
安
婦
問
題
が
表
面
化
し
、
日
本
政
府
は
次
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
に
至
っ
た
。
戦
後
五
0
年
を
前
に
細
川
護
煕
首
相
の
談
話
が
出
さ
れ
（
九
三
年
）
、
九
五
年
に
は
、
ア
ジ
ア
女
性
基
金
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
村
山
談
話
」
が
出
さ
れ
た
。
特
に
、
「
村
山
談
話
」
は
そ
の
後
の
歴
代
政
権
に
継
承
さ
れ
る
な
ど
「
画
期
的
な
存
在
」
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
戦
後
七
0
年
の
二
0
一
五
年
に
は
、
日
本
が
関
与
し
た
戦
争
に
対
す
る
具
体
的
な
評
価
を
行
い
、
満
洲
事
変
以
降
に
日
本
が
行
っ
た
戦
争
を
「
侵
略
」
と
定
義
し
た
「
安
倍
談
話
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
日
本
が
戦
争
の
加
害
者
で
あ
る
一
方
、
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
事
態
を
一
層
複
雑
に
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
四
章
・
一
五
章
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
た
。
第
一
に
、
一
九
八
0
年
代
や
九
0
年
代
を
ど
の
よ
う
な
時
代
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
際
政
治
の
レ
ベ
ル
で
は
冷
戦
が
崩
壊
し
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
一
方
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
内
体
制
に
関
し
て
は
、
五
五
年
体
制
の
崩
壊
（
日
本
）
、
民
主
化
（
翰
国
）
、
改
革
開
放
の
進
展
（
中
国
）
が
起
こ
っ
た
。
川
島
真
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
国
際
政
治
に
関
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
に
注
目
し
、
そ
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政
策
を
混
乱
さ
せ
る
要
因
で
あ
り
、
ま
た
、
海
外
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
も
、
日
本
外
交
を
妨
害
す
る
存
在
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
第
四
章
の
条
約
改
正
、
第
七
章
の
対
華
ニ
―
ヵ
条
要
求
、
第
八
章
の
政
党
政
治
、
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
第
一
四
章
、
第
一
五
章
の
領
土
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
に
関
し
て
は
、
海
外
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
日
本
も
し
く
は
交
渉
相
手
国
の
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
本
書
の
構
成
や
内
容
か
ら
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
近
現
代
日
本
の
政
治
外
交
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
と
戦
後
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
期
と
展
開
期
に
分
け
て
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
五
百
旗
頭
氏
、
奈
良
岡
氏
が
叙
述
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に
戦
前
と
戦
後
に
通
底
す
る
「
あ
る
パ
タ
ー
ン
を
見
出
」
す
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
現
代
的
な
諸
問
題
に
歴
史
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
し
か
し
一
方
、
形
成
期
と
展
開
期
に
分
け
て
論
じ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
時
期
の
は
ざ
ま
と
な
る
出
来
事
や
そ
れ
を
契
機
と
し
た
転
換
の
意
味
が
十
分
に
説
明
し
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
形
全
体
に
関
わ
る
コ
メ
ン
ト
、。力 る。 れ
ま
で
「
価
値
の
体
系
」
は
「
力
の
体
系
」
や
「
利
益
の
体
系
」
に
従
属
し
て
い
た
が
、
「
独
立
変
数
と
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
評
価
し
た
（
五
百
旗
頭
薫
他
編
『
戦
後
日
本
の
歴
史
認
識
」
東
京
大
学
出
版
会
、
二
0
一
七
年
、
一
九
八
0
年
代
や
九
0
年
代
に
つ
い
て
、
領
土
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
が
表
面
化
し
た
時
代
と
し
て
注
目
す
る
が
、
国
際
政
治
や
国
内
政
治
の
変
化
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
さ
ら
に
積
極
的
な
意
義
が
与
え
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
考
え
る
。
第
二
に
、
第
一
の
点
と
も
関
わ
る
が
、
日
本
政
治
外
交
史
と
し
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
一
般
的
に
、
日
本
政
治
外
交
史
の
文
脈
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
、
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、
書
は
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
第
一
に
、
本
書
の
構
成
も
し
く
は
執
筆
方
針
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
本
書
は
、
各
評
者
が
す
で
に
述
べ
一
九
七
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
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成
期
と
転
換
期
を
二
人
の
執
筆
者
に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
形
成
期
と
展
開
期
に
つ
い
て
、
る
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
日
露
戦
争
が
画
期
と
な
っ
て
い
日
露
戦
争
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
画
期
た
り
得
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
示
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
時
期
区
分
を
採
用
す
る
か
は
歴
史
研
究
者
の
歴
史
認
識
・
時
代
認
識
が
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
形
成
」
か
ら
「
展
開
」
の
区
切
り
を
日
露
戦
争
期
に
置
い
た
本
書
の
通
史
叙
述
の
特
徴
を
考
え
る
う
え
で
も
気
に
な
っ
こ
の
点
と
関
わ
っ
て
、
戦
前
の
記
述
方
針
に
関
す
る
疑
問
も
あ
る
。
本
害
は
、
第
二
章
か
ら
第
五
章
を
テ
ー
マ
史
的
な
記
述
と
し
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
記
述
と
す
る
と
の
方
針
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
に
関
し
て
も
、
第
九
章
を
除
き
、
テ
ー
マ
史
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
大
陸
国
家
化
（
第
六
章
）
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
第
七
章
）
、
二
大
政
党
政
治
（
第
八
章
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
一
章
、
第
一
三
章
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
方
法
で
、
経
済
成
長
・
利
益
政
治
の
第
―
二
章
、
領
土
問
題
の
第
一
四
章
と
歴
史
認
識
問
題
の
第
一
五
章
が
テ
ー
マ
史
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
戦
後
の
政
治
外
交
史
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
無
い
物
ね
だ
り
で
は
あ
る
が
、
章
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
記
述
の
な
か
に
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
執
筆
者
の
専
門
分
野
と
の
関
係
で
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
な
ぜ
形
成
期
と
展
開
期
に
分
け
、
マ
史
で
執
筆
す
る
と
い
う
方
針
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
お
伺
い
し
た
い
。
ま
た
、
戦
後
に
関
し
て
は
、
第
一
0
章
、
第
こ。t
 
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
記
述
と
テ
ー
第
一
一
に
、
政
治
学
と
歴
史
学
と
の
対
話
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
両
著
者
が
所
属
す
る
法
学
部
で
は
、
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て
日
本
政
治
外
交
史
に
関
す
る
授
業
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
文
学
部
で
も
近
現
代
の
日
本
政
治
外
交
史
に
関
す
る
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さ
て
、
評
者
の
一
人
で
あ
る
安
田
は
、
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て
の
政
治
外
交
「
史
」
を
学
ぶ
研
究
者
で
あ
り
、
戦
後
史
に
つ
い
て
は
、
「
現
代
政
治
」
と
「
政
治
史
」
の
双
方
で
の
対
話
や
協
力
関
係
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
歴
史
学
は
事
例
研
究
の
一
種
で
「
記
述
」
に
過
ぎ
な
い
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
増
山
幹
高
氏
が
、
「
政
治
学
と
日
本
政
治
史
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
（
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
四
八
、
二
0
―
一
年
四
月
）
推
論
(
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
inference)
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
注
目
を
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
政
治
学
は
、
導
き
出
さ
れ
た
結
論
に
は
一
定
の
理
論
が
存
す
る
「
科
学
」
で
あ
り
、
日
本
政
治
外
交
史
が
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て
の
存
在
価
値
を
持
ち
続
け
る
以
上
、
そ
こ
に
は
「
体
系
的
推
論
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
両
著
者
も
こ
の
「
体
系
的
推
論
」
を
踏
ま
え
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
や
る。 方
は
、
歴
史
学
の
み
を
学
ん
で
き
た
者
に
は
成
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
政
治
学
と
歴
史
学
の
双
方
に
関
す
る
多
様
な
先
行
研
究
を
記
述
に
反
映
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
現
代
政
治
分
析
を
踏
ま
え
て
近
現
代
の
日
本
政
治
史
を
把
握
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
捉
え
方
か
ら
は
現
在
の
日
本
政
治
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
、
両
著
者
の
問
題
意
識
も
強
く
感
じ
ら
れ
が
あ
り
、
異
な
っ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
教
育
や
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
日
本
政
治
外
交
史
と
は
政
治
学
の
分
野
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
歴
史
学
の
分
野
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
に
裁
然
と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
社
会
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
、
人
文
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
へ
の
向
き
合
い
方
も
し
く
は
そ
こ
で
の
方
法
論
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
し
た
学
問
領
域
間
に
お
け
る
対
象
へ
の
向
き
合
い
方
や
方
法
論
の
違
い
も
前
提
に
し
た
う
え
で
、
制
度
、
経
済
、
社
会
、
国
際
環
境
、
人
物
の
個
性
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
に
踏
ま
え
て
政
治
現
象
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
政
治
」
に
つ
い
て
は
様
々
な
定
義
一
概
に
こ
こ
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
注
目
し
た
い
の
は
、
両
著
者
の
根
底
に
あ
る
「
政
治
」
の
捉
え
の
な
か
で
、
両
者
に
と
っ
て
肝
心
な
こ
と
は
「
体
系
的
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統
計
を
用
い
た
政
治
分
析
と
同
じ
く
、
歴
史
を
用
い
た
政
治
分
析
は
「
体
系
的
推
論
」
に
そ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
政
治
学
の
一
分
野
と
し
て
の
日
本
政
治
外
交
史
的
な
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
特
長
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
両
著
者
は
政
治
学
と
歴
史
学
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
討
論
要
旨
討
論
の
司
会
は
、
久
保
田
が
行
っ
た
。
ま
ず
、
五
百
旗
頭
、
奈
良
岡
両
氏
か
ら
、
執
筆
の
意
図
を
説
明
し
、
評
者
の
コ
メ
ン
ト
に
応
答
す
る
た
め
に
、
本
書
の
執
筆
方
針
や
構
成
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
①
本
書
は
戦
前
と
戦
後
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
期
と
展
開
期
に
区
分
し
、
戦
前
・
戦
後
の
形
成
期
を
五
百
旗
頭
が
、
戦
前
・
戦
後
の
展
開
期
を
奈
良
岡
が
分
担
す
る
こ
と
に
し
た
、
②
展
開
期
は
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
が
関
係
し
て
く
る
た
め
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
叙
述
が
妥
当
と
判
断
し
た
一
方
、
戦
後
の
展
開
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
戦
前
の
展
開
期
と
同
様
の
密
度
で
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
を
中
心
に
執
筆
す
る
方
針
と
し
た
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
奈
良
岡
氏
は
、
具
体
的
な
叙
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
間
で
あ
ま
り
調
整
を
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
う
え
で
、
領
土
問
題
を
扱
っ
た
第
一
四
章
と
歴
史
認
識
問
題
を
扱
っ
た
第
一
五
章
を
設
定
し
た
理
由
と
し
て
、
領
土
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
が
歴
史
研
究
の
な
か
で
特
殊
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
者
も
歴
史
研
究
を
十
分
に
参
照
し
て
い
な
い
状
況
も
一
部
に
あ
る
と
考
え
、
通
史
と
い
う
媒
体
に
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
入
れ
、
歴
史
研
究
の
成
果
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
形
成
期
全
体
に
関
し
て
、
国
家
の
根
本
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
戦
前
に
つ
い
て
は
、
条
約
改
正
（
第
四
章
）
を
主
権
の
回
復
、
建
軍
（
第
五
章
）
を
安
全
保
障
と
し
て
扱
い
、
戦
後
は
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
ク
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ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
通
史
の
な
か
に
織
り
込
ん
だ
た
め
、
二
つ
の
章
（
第
一
0
•
第
一
一
章
）
を
通
史
に
費
や
し
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
戦
後
を
特
徴
づ
け
る
経
済
成
長
や
利
益
政
治
、
国
土
計
画
を
第
一
―
―
章
で
論
じ
た
と
発
言
し
た
。
久
野
氏
か
ら
、
戦
前
の
形
成
期
か
ら
展
開
期
に
お
け
る
内
政
・
外
交
の
相
互
関
連
の
あ
り
方
や
日
露
戦
争
の
捉
え
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
形
成
期
と
展
開
期
に
区
分
し
て
執
筆
す
る
と
い
う
構
成
上
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
側
面
が
強
く
、
意
識
的
に
日
露
戦
争
期
に
画
期
を
置
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
無
自
覚
の
部
分
を
気
づ
か
さ
れ
た
、
日
露
戦
争
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
応
答
し
た
。
ま
た
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
戦
前
の
形
成
期
の
政
治
に
関
し
て
は
、
議
会
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
が
重
要
で
あ
り
、
統
一
国
家
を
作
る
と
い
う
大
義
名
分
が
存
在
す
る
な
か
、
何
の
た
め
の
統
一
国
家
を
作
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
答
え
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
議
会
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
程
の
あ
る
政
治
が
始
ま
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
政
治
的
な
対
立
や
妥
協
が
発
生
す
る
と
説
明
し
た
う
え
で
、
日
程
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
近
代
に
は
様
々
な
戦
後
が
あ
る
こ
と
は
「
は
じ
め
に
」
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
り
、
自
分
自
身
は
こ
れ
ま
で
第
一
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
特
に
、
東
ア
ジ
ア
と
日
本
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
日
露
戦
争
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
し
つ
か
り
書
く
と
い
う
意
識
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
久
野
氏
は
、
戦
前
の
形
成
期
の
叙
述
は
三
谷
太
一
郎
氏
の
研
究
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
三
谷
氏
は
、
元
老
に
よ
る
支
配
の
終
焉
を
明
治
国
家
の
解
体
と
捉
え
、
そ
の
後
に
政
党
政
治
が
確
立
し
て
い
く
と
い
う
図
式
を
描
い
た
が
、
そ
れ
と
ど
う
関
わ
る
の
か
と
の
質
問
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
三
谷
氏
の
よ
う
に
、
元
老
に
よ
る
支
配
が
無
理
に
な
っ
た
結
果
、
政
党
政
治
が
確
立
し
て
い
く
と
い
う
図
式
を
本
書
で
は
と
っ
て
い
な
い
、
自
由
党
と
改
進
党
と
い
う
二
つ
の
政
党
が
早
い
時
期
に
成
長
し
て
い
た
点
に
注
目
し
て
い
る
と
応
じ
た
。
次
に
、
評
者
の
コ
メ
ン
ト
に
応
答
す
る
形
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。
一
九
0
0
年
く
ら
い
を
境
に
、
政
治
の
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藤
井
氏
か
ら
、
三
0
年
代
に
政
党
政
治
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
孟
崩
壊
論
」
と
も
い
う
べ
き
研
究
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
い
う
質
問
が
出
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
第
八
章
の
部
分
に
関
し
て
、
原
敬
内
閣
が
突
出
し
た
素
晴
ら
し
い
内
閣
と
評
価
し
て
い
る
先
行
研
究
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
原
内
閣
以
降
の
可
能
性
や
到
達
点
を
問
う
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
加
藤
高
明
内
閣
が
残
し
た
業
績
や
意
義
を
強
調
し
た
と
説
明
し
た
。
原
内
閣
、
加
藤
内
閣
以
外
の
政
党
内
閣
は
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
弱
く
、
業
績
も
見
劣
り
す
る
と
付
け
加
え
た
。
ま
た
、
崩
壊
過
程
を
詳
し
く
書
く
必
要
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
紙
幅
の
都
合
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
政
党
内
閣
が
な
ぜ
崩
壊
し
た
の
か
、
ま
だ
納
得
が
い
く
説
明
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
た
め
、
例
え
ば
、
強
力
な
は
ず
の
浜
口
内
閣
が
な
ぜ
崩
壊
し
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
現
状
で
は
、
本
文
に
書
い
た
よ
う
に
「
あ
っ
け
な
く
崩
壊
」
と
い
う
言
葉
に
落
ち
着
い
た
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
藤
井
氏
は
、
「
政
党
」
そ
の
も
の
や
政
軍
関
係
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
問
う
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
政
党
政
治
家
と
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
政
党
に
着
目
し
た
た
め
、
戦
前
の
執
筆
箇
所
は
体
制
論
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
う
え
で
、
第
九
章
で
一
五
年
戦
争
論
は
や
や
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
と
し
た
が
、
他
方
で
満
洲
事
変
を
大
き
な
画
期
と
し
て
見
る
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
満
洲
事
変
を
契
機
に
政
治
体
制
、
国
安
田
氏
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
戦
後
が
長
く
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
戦
後
史
の
比
重
が
軽
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
呈
さ
れ
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
戦
前
は
八
章
分
、
戦
後
は
六
章
分
あ
り
、
そ
れ
で
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
「
循
環
」
と
い
う
視
点
で
歴
史
を
見
る
こ
と
の
重
要
性
を
提
示
し
、
「
循
環
」
に
は
大
き
く
分
け
て
、
①
こ
れ
ま
で
は
右
肩
上
が
り
の
時
代
で
、
直
前
に
起
き
た
出
来
事
を
参
考
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
な
っ
た
と
き
、
似
た
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
、
②
―
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
様
々
な
循
環
で
雪
だ
る
ま
式
に
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
説
明
し
、
戦
前
で
起
き
た
こ
と
が
戦
後
に
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
戦
前
の
構
造
や
パ
タ
ー
ン
を
し
っ
か
り
記
述
す
る
こ
内
の
政
治
決
定
過
程
が
大
き
く
変
化
す
る
と
認
識
し
て
い
る
と
応
答
し
た
。
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最
後
に
、
個
別
も
し
く
は
全
体
に
関
わ
る
議
論
に
移
っ
た
。
と
が
重
要
で
、
こ
れ
か
ら
戦
後
は
ど
ん
ど
ん
長
く
な
る
の
で
、
戦
後
史
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
と
ま
と
め
た
。
ま
た
、
安
田
氏
は
、
循
環
と
い
う
視
点
で
は
、
今
後
は
戦
争
が
到
来
す
る
の
か
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
戦
争
の
再
来
に
は
な
ら
な
い
が
、
原
理
主
義
が
再
来
す
る
、
す
で
に
憲
法
原
理
主
義
は
再
来
し
て
い
る
と
応
じ
た
。
他
方
で
、
形
成
期
と
展
開
期
に
分
け
た
場
合
、
戦
中
と
戦
後
と
の
連
続
性
に
関
す
る
研
究
を
う
ま
く
取
り
込
め
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
。
久
保
田
は
、
国
内
外
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
一
九
八
0
年
代
や
九
0
年
代
を
ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
、
ま
た
、
政
治
外
交
史
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
と
の
質
問
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
氏
の
研
究
と
北
岡
伸
一
氏
と
の
研
究
を
比
較
し
つ
つ
、
北
岡
氏
は
、
プ
ラ
ク
テ
イ
カ
ル
、
実
務
的
で
あ
る
こ
と
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
一
つ
の
防
壁
と
な
る
と
し
た
一
方
、
氏
が
条
約
改
正
史
で
論
じ
た
か
っ
た
こ
と
は
、
実
務
的
も
し
く
は
合
理
的
な
こ
と
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
防
壁
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
務
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
が
抱
合
し
て
し
ま
う
こ
と
が
明
治
日
本
の
お
も
し
ろ
く
も
あ
り
、
危
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
と
も
に
、
昭
和
期
に
も
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
奈
良
岡
氏
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
抽
象
的
な
形
で
は
な
く
、
世
論
と
い
う
ア
ク
タ
ー
に
注
目
し
て
お
り
、
規
定
し
、
ゆ
が
め
て
い
く
と
捉
え
、
政
党
政
治
の
時
代
に
も
十
分
に
統
御
で
き
な
い
存
在
と
な
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
転
換
期
と
し
て
八
0
年
代
・
九
0
年
代
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
川
島
真
氏
ら
の
指
摘
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
て
い
る
、
戦
後
史
の
検
証
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
見
る
と
、
歴
史
認
識
問
題
や
領
土
問
題
、
日
露
戦
後
の
民
衆
騒
擾
か
ら
世
論
は
政
治
を
五
五
年
体
制
が
軸
と
な
る
と
発
言
し
た
。
第
八
章
に
つ
い
て
、
原
と
な
ら
ん
で
加
藤
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
が
輿
味
深
か
っ
た
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
原
と
加
藤
は
、
政
党
政
治
の
展
開
の
な
か
で
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
的
に
政
治
を
行
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
か
、
ま
た
両
者
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
相
違
点
が
あ
っ
た
の
か
と
の
質
問
が
出
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
原
内
閣
で
設
定
さ
れ
た
国
際
協
調
路
線
は
、
加
藤
憲
政
会
へ
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題
と
し
て
三
点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
た
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
と
の
質
間
が
出
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
き
、
結
果
的
に
「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
と
評
価
で
き
る
も
の
は
多
い
た
め
、
両
者
の
連
続
性
、
継
承
性
を
強
調
し
た
と
述
べ
た
う
え
で
、
た
だ
し
、
政
治
家
個
人
と
し
て
、
原
と
加
藤
と
の
個
人
的
な
関
係
は
別
物
で
、
異
な
っ
た
個
性
が
競
い
合
い
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
説
明
し
た
。
戦
後
で
言
え
ば
、
吉
田
茂
と
岸
信
介
と
の
関
係
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
も
付
け
加
え
た
。
さ
ら
に
、
両
者
は
政
党
政
治
が
解
決
す
べ
き
課
題
と
い
う
点
で
、
あ
る
程
度
の
方
向
性
が
一
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
疑
問
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
歴
史
や
支
持
基
盤
な
ど
の
点
で
改
進
党
と
自
由
党
・
政
友
会
と
の
間
に
は
違
い
は
あ
る
が
、
両
党
は
政
党
政
治
の
方
向
性
の
よ
う
な
も
の
は
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
応
じ
た
。
ま
た
、
論
評
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
「
時
代
区
分
と
構
成
」
と
い
う
章
の
設
定
が
特
徴
的
で
あ
る
と
評
価
し
た
う
え
で
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
時
代
区
分
を
と
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
具
体
的
に
は
、
戦
前
と
戦
後
で
捉
え
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
い
ま
を
ど
う
運
転
す
る
か
、
現
代
政
治
へ
の
処
方
箋
は
何
か
と
い
う
点
で
戦
前
を
対
象
化
で
き
コ
ン
パ
ク
ト
な
通
史
の
な
か
に
、
今
か
ら
み
て
重
要
な
点
を
書
き
込
む
と
い
う
こ
と
を
課
題
と
し
た
が
、
先
行
す
る
仕
事
は
意
外
と
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
認
識
を
示
し
、
近
年
、
同
じ
放
送
大
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
季
武
嘉
也
絹
『
日
本
の
近
現
代
』
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
1
0
一
五
年
）
の
よ
う
に
個
々
の
事
件
や
出
来
事
を
対
象
に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
全
体
像
を
提
示
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
戦
後
史
を
拡
充
し
た
御
厨
貴
・
牧
原
出
『
日
本
政
治
外
交
史
』
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
0
0
七
年
）
と
違
う
記
述
内
容
・
ス
タ
イ
ル
を
目
指
す
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
説
明
し
た
。
浜
口
内
閣
が
強
力
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
政
治
が
あ
っ
け
な
く
崩
壊
し
た
理
由
に
関
し
、
戦
前
の
二
大
政
党
政
治
の
問
（
一
四
0
1
一
四
一
頁
）
が
、
ど
れ
が
最
も
重
要
か
と
の
質
問
が
出
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
国
民
や
世
論
に
よ
る
政
治
の
判
断
力
が
未
熟
・
稚
拙
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
荒
ぶ
る
世
論
の
よ
う
な
も
の
は
日
清
戦
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
述
べ
、
強
硬
な
外
交
世
論
、
性
急
な
結
果
を
求
め
る
声
が
政
治
に
影
響
を
及
ぽ
し
て
お
り
、
世
論
は
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急
速
な
民
主
化
を
可
能
に
す
る
―
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
一
方
、
政
党
政
治
崩
壊
の
大
き
な
要
因
で
も
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
世
論
を
形
成
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
統
制
は
可
能
な
の
か
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
満
洲
事
変
の
際
、
メ
デ
ィ
ア
が
戦
争
を
た
き
つ
け
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
政
府
が
メ
デ
ィ
ア
を
統
制
す
る
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
自
身
の
見
識
存
在
を
重
視
す
る
日
本
主
義
や
ア
ジ
ア
主
義
な
ど
の
右
翼
的
言
説
が
出
て
き
た
と
説
明
し
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
第
二
章
の
「
距
離
」
で
民
王
化
の
背
景
の
説
明
を
し
た
よ
う
に
、
性
急
な
民
主
化
を
求
め
な
い
、
着
実
な
民
主
化
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
や
対
立
が
な
い
と
政
治
は
描
け
な
い
と
い
う
の
が
政
治
史
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
の
間
に
は
時
間
が
あ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
と
か
事
件
と
か
対
立
と
か
で
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
時
間
間
隔
の
問
題
を
扱
う
必
要
が
あ
る
第
二
章
を
ど
の
よ
う
に
読
む
の
か
が
難
し
い
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
日
本
や
日
本
人
が
何
を
思
考
の
中
心
に
置
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点
、
一
九
二
0
年
代
に
関
し
て
は
、
そ
の
時
期
に
民
主
化
が
進
ん
だ
一
方
、
天
皇
と
い
う
つ
ま
り
、
国
際
情
勢
が
変
化
し
、
中
国
が
台
頭
す
る
現
在
、
過
去
と
未
来
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
の
質
問
が
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
百
旗
頭
氏
は
、
第
二
章
の
「
距
離
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、
現
在
、
中
国
と
の
距
離
は
な
く
な
っ
て
い
る
、
す
ぐ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
第
二
章
は
終
わ
っ
た
時
代
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
扱
っ
て
い
る
と
応
答
し
た
。
さ
ら
に
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
「
西
洋
」
と
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
も
の
が
力
を
持
っ
て
い
る
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
将
来
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
主
義
を
基
本
と
す
る
国
民
国
家
に
代
わ
る
有
望
な
モ
デ
ル
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
。
戦
前
の
展
開
期
に
関
し
て
、
他
の
章
と
比
べ
、
第
八
章
の
記
述
内
容
が
異
質
に
見
え
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
第
六
章
、
第
七
章
は
内
政
と
外
交
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
第
八
章
は
外
交
が
全
面
的
に
登
場
し
て
こ
な
い
が
、
外
交
が
あ
ま
り
争
点
と
し
て
捉
え
と
考
え
、
そ
れ
を
第
二
章
に
書
い
た
と
付
け
加
え
た
。
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
応
答
し
た
。
ま
た
、
83 
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
第
八
章
は
国
内
政
治
中
心
の
記
述
で
あ
る
た
め
、
こ
の
章
が
他
の
章
と
性
格
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
た
う
え
で
、
も
ち
ろ
ん
一
九
二
0
年
代
も
外
交
え
た
と
説
明
し
た
。
い
ま
現
在
か
ら
戦
前
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
章
は
国
内
政
治
に
焦
点
を
当
て
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
歴
史
学
と
政
治
学
と
の
対
話
に
つ
い
て
、
日
本
政
治
外
交
史
と
い
う
枠
組
み
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
か
、
日
本
政
治
外
交
史
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
学
問
で
あ
る
と
意
識
し
、
説
明
し
て
い
る
の
か
と
の
質
問
が
出
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
政
治
学
を
ど
の
よ
う
に
裏
切
る
か
を
大
切
に
し
て
お
り
、
歴
史
学
で
裏
切
り
、
政
治
学
で
拾
い
集
め
る
と
い
う
、
ず
れ
て
い
る
関
係
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
、
歴
史
学
が
政
治
学
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
ど
ち
ら
も
つ
ま
ら
な
く
な
る
と
述
べ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
現
在
の
政
治
史
学
は
政
治
学
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
て
お
り
、
政
治
学
か
ら
は
か
な
り
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
が
、
融
合
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
一
方
、
歴
史
学
と
政
治
史
学
の
方
法
論
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
歴
史
研
究
に
関
し
て
は
共
通
の
点
も
あ
る
と
考
え
て
植
民
地
に
関
す
る
記
述
が
抑
制
的
で
あ
る
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
外
交
問
題
と
し
て
は
、
後
景
に
退
い
て
い
る
た
め
、
政
治
外
交
史
か
ら
は
少
し
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
植
民
地
に
関
す
る
諸
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
韓
国
併
合
、
伊
藤
博
文
に
よ
る
韓
国
統
治
は
取
り
上
げ
た
が
、
一
番
の
問
題
関
心
か
ら
す
る
と
ず
れ
る
た
め
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
説
明
し
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
十
分
な
紙
幅
を
割
け
な
か
っ
た
と
認
め
つ
つ
、
な
ぜ
帝
国
が
拡
大
し
た
の
か
と
い
う
点
に
は
論
及
し
た
と
付
け
加
え
た
。
執
筆
者
の
「
政
治
外
交
史
」
像
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
っ
た
。
奈
良
岡
氏
は
、
日
本
近
代
史
は
内
政
と
外
交
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
日
本
政
治
外
交
史
は
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。
五
百
旗
頭
氏
は
、
外
交
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
、
い
る
と
述
べ
た
。
は
重
要
な
争
点
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
0
年
代
や
満
洲
事
変
以
降
の
植
民
地
に
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史
が
堅
実
に
与
件
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
内
政
史
は
冒
険
が
で
き
る
と
説
明
し
、
戦
前
と
戦
後
を
比
較
す
る
と
い
う
本
書
の
立
場
は
、
付
記
入
口
評
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
五
百
旗
頭
薫
、
奈
良
岡
聰
智
の
両
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
政
治
学
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
た
。
（
久
保
田
裕
次
）
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